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令和８年度学校図書館司書教諭講習受講案内 

 

北 海 道 教 育 大 学 

 

 

１ 目的 

この講習は、学校図書館法(昭和２８年法律第１８５号)第５条第３項の規定に基づき、学校図書

館の専門的職務に携わる学校図書館司書教諭を養成するため、文部科学大臣の委託を受けて行

うものであり、令和８年度学校図書館司書教諭講習実施要項に従って実施します。 

 

２ 受講資格 

（１）教育職員免許法(昭和２４年法律第１４７号)に定める小学校、中学校、高等学校若しくは特別支 

援学校の教諭の免許状を有する者 

（２）大学に２年以上在学する学生で６２単位以上を修得した者 

 

※（１）または（２）に該当する方のうち、「学校図書館司書教諭講習規程」第３条に規定する司書教諭に  

必要な科目（５科目１０単位）をすべて修得している方は、講習に参加せず、書類申請を行うことによ 

り修了証書が授与されます。 

 

３ 講習会場 

   北海道教育大学旭川校 

     〒０70-８621 

北海道旭川市北門町９丁目（電話 ０１66－59－1229） 

※ただし、「読書と豊かな人間性」については、対面およびオンラインのハイブリット開講のため、

オンラインによる受講を選択した場合は来校の必要はありません。 

＜交通機関でお越しの場合＞ 

旭川電気軌道バス「JR旭川駅」から⑤旭町・春光線に乗車し、「旭町２条 10丁目」下車。徒歩５分。 

旭川電気軌道バス「1条 8丁目」から⑭旭町線に乗車し、「旭町 2条 10丁目」下車。徒歩 5分。 

旭川電気軌道バス「1条 8丁目」から㉔新橋・北門線に乗車し、「北門 9丁目」下車。徒歩 5分。 

 

４ 講習期間及び日程等 

（１）講習期間  令和８年７月２７日（月）～令和８年８月２４日（月） 

   ※ただし、令和８年７月３１日（金）、８月５日（水）及び８月１0日（月）～８月１６日（日）を除く 

（２）日程 

月 日 時 間 
時間数 

（単位数） 
科目名 定員 講師名 

７月２７日（月） 

～ 

７月３０日（木） 

8:30～

17:30 

30時間 

（2単位） 
学習指導と学校図書館 ２０名 

岡 栄樹 

旭川市立江丹別小中学校長 

河村 知泰 

枝幸町立音標小学校長 
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８月１日（土） 

～ 

８月４日（火） 

8:30～

17:30 

30時間 

（2単位） 
読書と豊かな人間性 ２０名 

佐藤 聖士 

旭川市立陵雲小学校長 

８月６日（木） 

～ 

８月９日（日） 

8:30～

17:30 

30時間 

（2単位） 

学校図書館メディアの

構成 
２０名 

藤本 友紀 

旭川市立西御料地小学校長 

8月１７日（月） 

～ 

8月２０日（木） 

8:30～

17:30 

30時間 

（2単位） 
学校経営と学校図書館 ２０名 

千葉 昌之 

旭川市立近文小学校長 

８月２１日（金） 

～ 

8月２４日（月） 

8:30～

17:30 

30時間 

（2単位） 
情報メディアの活用 ２０名 

佐藤 正範 

北海道教育大学未来の学び協

創研究センター副センター長 

 

５ 講習科目の概要・単位認定方法 

科  目 実施方法 講義等の内容 単位認定方法 

学習指導と学校図書館 
講義と演習 

（対面） 
別紙「講義要項による」 

出席 （８割以上出席していな

い者については不可とする）、

筆記試験またはレポート 

読書と豊かな人間性 

講義と演習 

（対面及びオン

ライン） 

別紙「講義要項による」 

出席 （８割以上出席していな

い者については不可とする）、

筆記試験またはレポート 

学校図書館メディアの

構成 

講義と演習 

（対面） 
別紙「講義要項による」 

出席 （８割以上出席していな

い者については不可とする）、

筆記試験またはレポート 

学校経営と学校図書館 
講義と演習 

（対面） 
別紙「講義要項による」 

出席 （８割以上出席していな

い者については不可とする）、

毎時のレポート 

情報メディアの活用 
講義と演習 

（対面） 
別紙「講義要項による」 

出席 （８割以上出席していな

い者については不可とする）、

PCを使った課題テスト 

 

６ 受講者定員 

各科目 ２０名 

    （※上記「４ 講習期間及び日程等」のとおり） 
 

７ 受講申込方法等 

（１）申込方法 

   郵送のみ受け付けます。 
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   （３）の住所に（２）の受講申込受付期間内に届くよう簡易書留で郵送してください。 

 

（２）受講申込受付期間（郵送（簡易書留）のみ） 

令和 8年６月 1日（月）～令和 8年６月１2日（金）※期間内必着 

※封筒の表に「学校図書館司書教諭講習申込書在中」と朱書きしてください。 

 

（３）受講申込先住所等 

〒０70－8621 北海道旭川市北門町９丁目 

       北海道教育大学教育学部旭川校教育支援グループ（電話 ０１66－59－1229） 

 

（４）提出書類 

   ※別表「提出書類一覧表」もあわせて参照してください。 

① 学校図書館司書教諭講習申込書（別紙１）【全員】・・・・・１部 ※別表（１）を参照 

(注) 所定の様式による。 

※今年度で修了要件を満たす方は、申込書に記載した氏名により修了証書が発行されます。 

（詳しくは「１４ その他」下部の「修了証書に記載される氏名について」をご確認ください。） 

※氏名は楷書で正確に記入し、必ずふりがなを記入してください。 

※「読書と豊かな人間性」は対面及びオンラインのハイブリット形式となります。 

オンラインで受講予定の方は、講習に関する連絡が受信できるようにメールアドレスを必ず

記入してください。 

※手書きの場合は黒のボールペンを使用してください。 

 

② 返信用封筒【全員：受講の要否や修了予定かにより異なります。】※別表（２）を参照 

 １）受講を要する方のうち、今年度の講習受講で修了要件を満たす方 

○定型(長型３号)封筒(宛先明記、１８０円分の切手貼付)・・・・・・・・・・１部 

              ※受講許可書送付用 

          ○定型(長型３号)封筒(宛先明記、１１０円分の切手貼付)・・・・・・・・・・１部 

              ※単位認定結果通知書送付用 

○角型２号封筒(宛先明記、５３０円分の切手貼付) ・・・・・・・・・・・・ １部 

              ※修了証書送付用 

 

２）受講を要する方のうち、今年度の講習受講で修了要件を満たさない方 

○定型(長型３号)封筒(宛先明記、１８０円分の切手貼付)・・・・・・・・・・１部 

※受講許可書送付用 

○角型２号封筒(宛先明記、５３０円分の切手貼付) ・・・・・・・・・・・・・１部 

              ※単位認定結果通知・単位習得証明書送付用 

３）書類申請のみで受講を要しない方 

 ○定型(長型３号)封筒(宛先明記、１１０円切手貼付)・・・・・・・・・・・・１部 

     ※受講許可書送付用 

○角型２号封筒(宛先明記、５３０円切手貼付) ・・・・・・・・・・・・・・ １部 

   ※修了証書送付用 

 

③ 受講資格に関する証明書 

【全員：受講資格別に次のとおり、証明日が令和８年４月１日以降のもの】 

   １）教諭の免許状を有する方                 ※別表（３）を参照 

○教育職員免許状授与証明書（受講資格に記載のある免許種）・・・・・・・・１部 
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（注） ・免許状の授与を受けた都道府県教育委員会において証明書の交付を受けてくださ

い。 

 ・複数の免許状を有する場合でも、いずれか一つの免許状の証明書でかまいません。 

 ・現に小学校、中学校、高等学校、特別支援学校の教諭の職にある者は、有する教諭

の免許状を複写し、その余白に所属する学校長による「原本と相違ない」旨の証明

（原本証明）を付したもので替えることができます。なお、非常勤の職にある方であ

っても、校長の証明がもらえる場合は同様の取り扱いとします。 

※原本証明の記入見本 

 

 

 

 

 

２）大学に在学する方                   ※別表（４）を参照 

           ○基礎資格に関する証明書 

（大学に２年以上在学し６２単位以上修得した旨の証明）・・・・・・・・・１部 

（注） ・在学する大学において証明書の交付を受けてください。 

 ・当該証明書を交付しない大学にあっては、成績証明書でもかまいません。 

 

④ 単位認定(修得)証明書【該当者のみ】・・・・・・・１部  ※別表（５）・（６）を参照 

（注） ・科目の全部又は一部について、既に講習又は大学において単位を修得済み

の方は、当該単位を修得した大学から修得した単位に係る単位認定(修得)証

明書の交付を受け、提出してください。 

※本学で開催された学校図書館司書教諭講習において修得した単位があるとき

は、単位認定(修得)証明書の提出は不要です。ただし、単位認定証明書交付願

（別紙様式）に必要事項を記載し、提出書類と併せて送付してください。 

 

⑤ 戸籍抄本【該当者のみ、本講習への申込日から３か月以内に発行されたもの】・・１部 

※別表（７）を参照 

（注） ・改姓等の理由で現在所有している免許状の記載事項と事実が相違している

ときに提出してください。 

 

（５）申込上の注意事項 

① 提出書類のうち、教育職員免許状授与証明書(所属する学校長の証明を含む。以下この項にお

いて同じ。)を申込受付期間内に提出できない場合は、教育職員免許状の写し(１部。教育職員

免許状授与証明書を申請中である旨を書き添えること。)を受付期間内に提出し、令和８年６月

２４日(水)（必着）までに教育職員免許状授与証明書を提出してください。提出できない場合は

申込みがないものとして取り扱います。 

② 経験年数による修得単位数の軽減措置については、平成１５年３月をもって終了しました。以降

は経験年数にかかわらず１０単位全てを修得することが必要となるので留意してください。 

③ 他大学等において履修中の方については、今年度中に修得見込みがある科目であっても、講習

申込み時点で既修得単位として利用することはできません。 

 

 

この写しは原本と相違ないことを証明する。 

令和８年○月○日 

○○市立○○学校長  北教太郎 公印 
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８ 受講料 

無料。ただし、教材費、オンライン講座によるインターネット通信に係る費用、その他の費用等は各

自負担となります。 

 

９ 受講者決定 

受講者が定員を超えるときは、次の順位及び申込順で受講者を決定します。 

（１）教員免許状を有する方のうち現職教員 

（２）教員免許状を有する方のうち現職教員以外 

（３）教員免許状を有しない方 

※上記（１）～（３）においては、次の順位によります。 

① 既に講習又は大学で一部の単位を修得し、今年度の講習を受講することにより修了証書が

授与される見込みの方 

② その他の方 

 

10 受講可否通知 

受講の可否については、令和８年７月初旬に通知します。オンライン講座の URL等については令和

８年８月上旬までに学校図書館司書教諭講習申込書に記載いただいたメールアドレスにお知らせしま

す。 

 

11 テキスト購入 

各科目のテキストについては、各科目の講義要項を参照し、必ず講習初日までに各自で購入してく

ださい。講習会場での販売はありません。 

 

12 オンライン講座（「読書と豊かな人間性」のみ） 

「読書と豊かな人間性」は対面及びオンライン（同時双方向）のハイブリット形式により実施します。本

科目を受講される方は、対面またはオンラインのいずれかの方法を選択して受講することができます。 

なお、オンライン形式で受講される方は、以下の点にご留意いただき、使用機器及びインターネット接

続等の準備をしてください。 

・受講は Zoomで行います。操作は受講生自身で行ってください。 

・受講 URL やパスワードはメールでお知らせします。講習申込書にメールアドレスをご記入いただ

くとともに、記入したメールアドレスの送受信設定をご確認ください。 

・出席確認は受講者側に表示された氏名等で確認しますので、必ず表記をお願いします。また、講習 

上、必要に応じて受講者側のビデオをオンにしていただく可能性があります。マイク及びカメラの

ご準備をお願いします（使用予定の PC等の機器に内蔵されている場合はそちらで構いません）。 

・受講者の使用機器又はインターネット接続障害等による受講上のトラブルについては、大学で責任 

を負いかねます。 

・受講者側の接続不良により当該科目の受講が単位認定基準を満たさない場合は、単位認定ができ 

ません。 

・長時間の使用になりますので、安定した通信環境を確保してください。 

・通信料は受講者負担となります。インターネット使用量に応じた契約の場合は、料金が高額となっ 

てしまうほか、通信速度の制限が起こる可能性があるため、契約内容のご確認をお願いします。 

 

13 PCの持ち込みについて  

・ 「情報メディアの活用」は無線Ｗｉ-Ｆｉを使用しての授業となります。本学でアカウント情報はお知ら 

せいたしますので、受講される方はインターネットに接続できるノートパソコンのご持参をお願い 
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  いたします。 

 

1４ その他 

・講習は科目ごとに合否を判定し、結果については文書で通知します。また、この講習を修了し、所

定の単位「５科目１０単位」を修得した方については、文部科学省名の修了証書が授与されます（令

和８年度修了者は令和９年３月中旬までに送付予定）。 

・宿泊について、本学では宿泊施設の斡旋を一切行っておりません。必要に応じて各自で手配してく 

ださい。 



　　（別　表）　　

学校図書館司書教諭講習申込書
（別紙1）

1部

返信用封筒
①受講許可書等送付用
②単位認定結果送付用
③修了証書送付用

各1部
ずつ

返信用封筒
①受講許可通知書等送付用
②単位認定結果通知書及び
　単位習得証明書送付用

各1部
ずつ

返信用封筒
①受講許可書等送付用
②修了証書送付用

各1部
ずつ

①　現に小学校、中学
校、高等学校、特別支援
学校の教諭の職にある方

以下（Ａ）又は（Ｂ）の書類を
ご準備ください。

（Ａ)教育職員免許状授与証明
書
（Ｂ）有する教諭の免許状の複
写し、その余白に所属する学校
長の原本と相違ない旨の証明を
付したもの（※１）

（Ａ）
または
（Ｂ）
いずれか

1部

②　①以外の方
（Ａ）教育職員免許状授与証明
書

1部

①　大学に在籍している
方

基礎資格に関する証明書
（大学に2年以上在籍し、62単
位以上を修得した旨の証明書）

1部

②　①以外の方 受講対象者ではありません

単位認定（修得）証明書 1部

単位認定証明書交付願
（別紙2）

1部

戸籍抄本 1部

①・長型3号（定型）封筒
　・110円切手を貼り付けたもの
　・宛先（受講者の住所・氏名）明記

②・角型2号封筒
　・530円分切手を貼り付けたもの
　・宛先（受講者の住所・氏名）明記

①・長型3号（定型）封筒
　・180円切手を貼り付けたもの
　・宛先（受講者の住所・氏名）明記

②・角型2号封筒
　・530円分切手を貼り付けたもの
　・宛先（受講者の住所・氏名）明記

①
・長型3号（定型）封筒
・180円切手を貼り付けたもの
・宛先（受講者の住所・氏名）明記

②
・長型3号（定型）封筒
・110円切手を貼り付けたもの
・宛先（受講者の住所・氏名）明記

③・角型2号封筒
　・530円分切手を貼り付けたもの
　・宛先（受講者の住所・氏名）明記

提出書類

（１）全員

・記入例を参照してください。
・必要事項をすべて記入してください。
・外字等の特殊な文字については、JIS水準（JIS2004) 1または2
の文字に置き換える場合があります。
・平成21年4月以降に発行された教員免許状を所有している場
合、教員免許状に記載の氏名を申込書に記載してください。

（６）令和７年度までに北海道教育大学
（キャンパス不問）で開催された学校図書館
司書教諭講習において修得した単位がある方

（３）小学校、中
学校、高等学校又
は特別支援学校の
教諭の免許状を有
する方

（２）②受講を要する方のうち、今年度の講
習受講で修了要件を満たさない方

（２）①受講を要する方のうち、今年度の講
習受講で修了要件を満たす方

（５）科目の全部または一部について、既に
講習または大学の授業において単位を修得済
みの方

（２）③書類申請のみで受講を要しない方

※
申
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提出書類一覧表
申込期間：令和８年６月１日（月）から６月１２日（金）まで（期間内必着）

申込方法：郵送（簡易書留）

備　　考対象者

・本籍地の市町村において発行されます。
・本講習への申込日から３か月以内に発行されたもの。

・北海道教育大学の学校図書館司書教諭講習以外（大学の授
業等）で修得したの単位の場合は（５）。

・当該単位を修得した大学において発行されます。
・発行手続きに時間を要する場合があるため、お早めにご準備
ください。

・「受講案内」の「２　受講資格」をご参照ください。

・在学した大学において発行されます。
・発行手続きに時間を要する場合があるため、お早めにご準備
ください。

（７）改姓等の理由で、現在所有している免
許状の記載事項と事実が相違している方

・非常勤の教諭の職にあっても、校長に証明がもらえる場合は
「教諭の職にある」扱いとなるため、証明書の提出が必要です。
・複数の免許状を有する場合は、いずれか一つの免許状の証
明書で可。
・（Ａ）教職員免許状授与証明書は、免許状を取得した大学等の
所在地の都道府県の教育委員会において発行されます。手続
きに時間を要するので、お早めにご準備ください。
・証明日が令和８年４月１日以降のもの。
※１ （Ｂ）の証明例

（４）小学校、中
学校、高等学校又
は特別支援学校の
教諭の免許状を有
していない方

この写しは原本と相違ないことを証明する。

令和８年○月○日

○○市立○○学校長 北教太郎 公印



講 義 要 項
授業科目名 学習指導と学校図書館

単位 ２
担当講師 岡 栄樹 河村 知泰

講習会場 北海道教育大学旭川校

○授業内容

講義では、学校図書館の｢読書センター｣｢学習センター」「情報センター」の３つの機能を生かした

学習指導の具体について解説をする。学校図書館は、学校図書館長である校長を中心として整備され、

司書教諭や図書館担当者により、児童生徒に必要な情報や資料が適切に提供されることで、子どもた

ちの学びを支え、資質・能力の育成に繋がり、学びを幅広く豊かにするものとなる。

司書教諭として学習指導をする際には、児童生徒が主体的に活用できる情報活用能力を身に付け、

情報モラルやリテラシーを習得し、コミュニケーション能力を活用して主体的に課題解決できるよう

に指導と支援する。

司書教諭の立場として、教育課程の展開に寄与する学校図書館を運営するにはどのような働きかけ

が必要なのか、また、どのように環境整備を行っていけばよいかを、本講義では、主として次の６点

について取り扱う。

○授業計画

(1) 学校教育における学校図書館の役割

(2) 学校図書館の３つの機能と授業実践

(3) 学習指導を支える学校図書館の環境整備

(4) 特別支援教育と学校図書館

(5) 情報モラルやリテラシーの育成

(6) これからの学校図書館における学習指導

４日間のうち、前半２日間は、河村が中学校・高等学校の内容を、後半２日間は、岡が小学校の内

容を講義する。

○授業の目標

司書教諭の立場で、学校図書館の機能と学習指導との関わりを理解すること、各教科・領域等の指

導と学校図書館の活用を関連付けたカリキュラムの計画・実践・評価について身に付けることを目標

とする。

○履修上の事前準備や留意点

特になし。各講師が講義内で適宜指示をする。

○使用テキスト等

ありません。

○その他

参考文献については、講義の中で随時紹介する。



講 義 要 項

授業科目名 読書と豊かな人間性
単 位 ２

担 当 講 師 佐藤 聖士

講 習 会 場 北海道教育大学旭川校

○ 授業内容

本科目では、今日の学校教育及び社会教育との連携における読書活動の多様な様相を概観

していく。そのうえで、学校図書館の目的と機能を生かし、活動を推進する司書教諭の役割

と責務についてより具体的な理解を深める。

○ 授業計画

文部科学省により定められた講習規定に則り、講義には「児童生徒の発達段階に応じた読

書教育の理念と方法の理解を図ること」が求められている。具体的には次の内容である。

1. 読書の意義と目的

2. 読書と心の教育（読書の習慣形成を含む）

3. 発達段階に応じた読書の指導と計画

4. 児童・生徒向け図書の種類と活用（漫画等の利用方法を含む）

5. 読書の指導方法（読み聞かせ、ストーリーテリング、ブックトーク等）

6. 家庭、地域、公共図書館等との連携

展開にあたっては、実際の学校での１年間の時系列に沿った学校図書館の動きを紹介し、

理論と実践の往還を図りながら考察を深めていく。

〇提出を求める課題と密接に関連するため、任意の学校種を念頭に「児童・生徒に読んで

ほしい 1冊の本」を決め、受講の際には可能な限り持参願う。

○ 使用テキスト等

・講義資料は都度配付する。

・テキストの購入は求めない。

＜講義に関する参考図書＞

・「読書と豊かな人間性」という題名で、各種の書籍が出版されている。

→出版年度は問わないが、それぞれの時代や情勢が反映されており、「読書」をどのよ

うに捉え薦めていくか、考えるうえで参考になる。

＜司書教諭としての参考図書＞

・「司書教諭・学校司書のための学校図書館必携 理論・実践」全国学校図書館協議会 刊

→出版年度は問わないが、学校図書館や司書教諭の業務が包括的に示されており、業

務を進めるうえで参考になる。



講 義 要 項

授業科目名 学校図書館メディアの構成
単 位 ２

担 当 講 師 藤本 友紀

講 習 会 場 北海道教育大学旭川校

○授業内容

・学校図書館メディアの構成に関する理解を深め、実務能力を育成します。

・高度情報化社会における学習環境の変化にともなうメディアの教育的意義について考え、学

校図書館メディアの種類と特性、選択と構成、組織化（分類、件名標目、目録等）、学習環境

等について理解を深めます。

○授業計画

１ 自校の学校図書館メディアの構成から（事前課題をもとに）

２ 学校図書館メディアの教育的意義と役割

３ 学校図書館メディアの種類と特性

４ 学校図書館コレクション構築

５ 学校図書館メディアの組織化

６ 学校図書館メディアの目録法

７ 学校図書館メディアの主題索引法（分類・件名標目）

８ 情報ファイル資料の組織化

９ これからの学校図書館メディアとその構成

これらの内容について、学校図書館の１年間の活動と往還させながら学んでいきます。

○使用テキスト・参考書等

・学校図書館司書教諭講習向けテキスト「学校図書館メディアの構成」という書名の書籍が出

版されています。出版社、著者、出版年度は問いませんので、１冊準備してください。

→旧本であっても当時の実務や現在との違いを知ることができます。

→また、メディア構成の基本となる概念は普遍的ものが多いと考えています。

・自作プリントも併せて使用します。

○その他の参考事項

１．講習前に事前課題を提示しますので、取り組んでください。

・「自校の学校図書館紹介」Ａ４サイズ１枚以内にまとめてください。その際、次の内容にふれ

てください。

（１）自校の学校図書館の特徴がわかる写真を貼り付けてください。

（２）自校の蔵書数、分類ごとのおよその比率をかんたんな表に表してください

（３）学習で学校図書館、または図書館メディアを活用した実践を紹介してください。ご自身の

実践でも、同僚の実践でも構いません。

（４）自校の学校図書館の特徴的な取組、実践上の課題や悩みがあれば紹介してください。

※その他の参考文献については、講義の中で随時紹介します。



講 義 要 項
授業科目名 学校経営と学校図書館

単 位 ２
担 当 講 師 千葉 昌之

講 習 会 場 北海道教育大学旭川校

○ 授業内容

今日の学校教育において、学校図書館の意義は一層大きくなっています。

本講義では、学校経営における学校図書館の位置付け、学習センター・情報センター・読書

センターとしての学校図書館の機能、司書教諭や学校司書の役割、読書活動の推進に向けた教

育行政や学校における教育実践などについて学んでいきます。

○ 授業計画

第 １回 講義 オリエンテーション(学校図書館の教育的意義と機能)

第 ２回 講義 学校図書館の歴史：日本を中心に

第 ３回 講義 教育法制・行政と学校図書館

第 ４回 講義 教育課程・方法と学校図書館

第 ５回 講義 校内体制の構築と教職員との協働

第 ６回 講義 学校図書館の経営

第 ７回 講義 学校図書館の評価と改善

第 ８回 講義 学校図書館の施設・設備

第 ９回 講義 学校図書館のメディア・情報資源

第１０回 講義 学校図書館の活動①：概論

第１１回 講義 学校図書館の活動②：小学校の事例

第１２回 講義 学校図書館の活動③：中学校・高等学校の事例

第１３回 講義 学校図書館の活動④：特別支援学校の事例

第１４回 講義 図書館協力とネットワーク

第１５回 講義 学校図書館に関する研修・研究と展望

○ 使用テキスト等

その都度、資料を配付します。

○ その他参考事項

出席点及び毎時のレポートにより評価します。



講 義 要 項
授業科目名 情報メディアの活用

単位 ２
担当講師 佐藤 正範

講習会場 北海道教育大学旭川校

○授業内容

・学校図書館を学習情報メディアセンターとして十全に機能させるため、メディアの専門家・指

導者、情報利活用の推進役としての司書教諭に必要な資質・知識・技能、情報活用能力、ICT活
用力を身に付けることを目指す。

・情報をとりまく権利や法制度、著作権や個人情報保護などについての知識も習得する。

・特別な支援を要する児童生徒への情報メディアの活用の内容を扱う。

・講義内容は、「文部科学省局長通知記載の「ねらいと内容」ならびに全国ＳＬＡ「学校図書館司

書教諭講習講義指針（2019）」をもとにして設定を行う。
・講義は PCを使ったワーク、グループワーク等を重視しながら内容に迫っていきます。

○授業計画

１ 令和の日本型学校教育と子ども理解

２ 情報メディアの性質理解と活用

３ 情報活用能力の育成

４ ICTを活用した情報共有
５ データの特性理解と活用（文字情報・数値情報）

６ 学校図書館の役割と自校の課題

７ 図書館機能の充実のための情報活用

８ 特別な支援を要する児童生徒への情報メディアの活用

９ 情報検索と図書館

10 生成 AIと学校教育
11 探究活動における情報活用のあり方

12 評価と情報アーカイブ（動画メディアの活用）

○使用テキスト・参考書等

・情報メディアの活用〔新訂〕（放送大学教材 9938）、2022

○その他の参考事項

※受講者はインターネットに接続ができるノートパソコンの持参をお願いします。

※講義時には大学内の無線 Wi-Fi をご使用いただきます。（大学側でアカウント情報等を貸与しま
す。）
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